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（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年3月期 543 △3.6 △113 - △120 - △111 -

2024年3月期 563 30.1 2 - 9 - 3 -

（注）包括利益 2025年3月期 △111百万円 （-％） 2024年3月期 3百万円 （-％）

１株当たり当期純利益
潜在株式調整後

１株当たり当期純利益
自己資本

当期純利益率
総資産

経常利益率
売上高

営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2025年3月期 △235.37 - △548.3 △43.4 △21.0

2024年3月期 8.10 - 12.9 4.2 0.4

（参考）持分法投資損益　　　2025年3月期　　-百万円　　　2024年3月期　　-百万円
（注）潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、前連結会計年度は潜在株式は存在するものの、当社株式が非

上場であるため、期中平均株価が把握できないことから記載しておりません。当連結会計年度は１株当たり当期
純損失を計上しているため、記載しておりません。

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年3月期 294 9 3.3 16.91

2024年3月期 259 30 11.9 66.67

（参考）自己資本 2025年3月期 9百万円 2024年3月期 30百万円

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2025年3月期 △93 △15 141 148

2024年3月期 36 △8 8 117

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
（連結）

純資産配当率
（連結）中間期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2024年3月期 0.00 0.00 0.00 - - -

2025年3月期 0.00 0.00 0.00 - - -

2026年3月期（予想） - - - -

（注）2026年3月期の中間及び期末の配当金額は未定であります。

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 715 31.6 3 - 2 - 1 - 3.47

１．2025年3月期の連結業績（2024年4月1日～2025年3月31日）

（２）連結財政状態

（３）連結キャッシュ・フローの状況

２．配当の状況

３．2026年3月期の連結業績予想（2025年4月1日～2026年3月31日）



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年3月期 574,500株 2024年3月期 462,000株
②  期末自己株式数 2025年3月期 -株 2024年3月期 -株
③  期中平均株式数 2025年3月期 471,863株 2024年3月期 462,000株

※  注記事項
（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：無
②  ①以外の会計方針の変更              ：無
③  会計上の見積りの変更                ：無
④  修正再表示                          ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報、及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、決算短信（添付資料）3ペ

ージの「1．経営成績等の概況（4）今後の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度（2024年4月1日から2025年3月31日）におけるわが国経済は、IT関連需要の回復やインバウンド

需要の増加が日本経済を下支えするなど緩やかな回復基調が続き、雇用環境や個人消費が改善傾向を示す一方、物

価上昇やエネルギー価格の変動が消費者心理に影響を与えております。また、主要国の金融政策の変化や地政学的

リスクが経済成長に影響を及ぼし、輸出入や生産活動に波及しており、全体的な不確実性は依然として高い状況で

す。

当社グループを取り巻く日本国内外のクラウド市場につきましては、引き続き堅調に成長しており、デジタルト

ランスフォーメーションに関する投資が進み、生成AI技術の実用化など、様々な分野や企業及び個人においてクラ

ウド技術やクラウドサービスの活用が進んでおります。

このような経営環境のもと、当社においては「Amimoto」を中心としたWordPressのフルマネージドホスティング

サービスの継続的な開発・改善を図るとともに、WordPressに特化したWebサイトの制作・インフラ保守・改善のた

めの調査及び改善対応等を展開してまいりましたが、昨今の国際的な経済環境やインフレ傾向、さらに為替円安の

進行に伴う運営コストの大幅な増加に対応するための価格改定や原価削減に遅れが生じておりました。

また、子会社である株式会社ヘプタゴンにおいて、クラウドサービスのインフラ設計・構築・運用といったクラ

ウドインテグレーションサービスやクラウドを用いた人工知能（AI）、機械学習システムの設計・構築・開発や

IoTシステムの開発といったディベロップメントサービスを展開し、事業の拡大を図ってまいりましたが、人的な

先行投資が収益に貢献するまでに時間を要する結果となりました。

以上のような背景のもと、当連結会計年度における当社グループの経営成績は、売上高543,512千円（前期比

3.6％減）、営業損失113,883千円（前期は2,208千円の営業利益）、経常損失120,018千円（前期は9,743千円の経

常利益）、親会社株主に帰属する当期純損失111,063千円（前期は3,742千円の親会社株主に帰属する当期純利益）

となりました。

なお、当社グループの事業セグメントは、クラウドサービス事業の単一セグメントであるため、セグメント別の

記載はございません。

（２）当期の財政状態の概況

（流動資産）

当連結会計年度末における流動資産の残高は、前連結会計年度末に比べ26,765千円増加（13.4%増）し226,961千

円となりました。これは主として、現金及び預金が31,711千円増加したものの、売掛金が9,463千円減少したこと

によります。

（固定資産）

当連結会計年度末における固定資産の残高は、前連結会計年度末に比べ8,257千円増加（14.0%増）し67,169千円

となりました。これは主として、ソフトウエアが31,731千円増加したものの、のれんが2,852千円減少したことに

よります。

（流動負債）

当連結会計年度末における流動負債の残高は、前連結会計年度末に比べ16,241千円増加(13.0%増）し141,041千

円となりました。これは主として、1年内返済予定の長期借入金が11,424千円、未払金が5,804千円、未払消費税等

が2,357千円増加したものの、賞与引当金が5,323千円、未払法人税等が3,016千円減少したことによります。

（固定負債）

当連結会計年度末における固定負債の残高は、前連結会計年度末に比べ39,871千円増加（38.5%増）し143,377千

円となりました。これは、長期借入金が39,871千円増加したことによります。

（純資産）

当連結会計年度末における純資産の残高は、前連結会計年度末に比べ21,089千円減少（68.5%減）し9,712千円と

なりました。これは主として、第三者割当増資の実施により資本金及び資本剰余金がそれぞれ45,000千円増加した

一方、親会社株主に帰属する当期純損失111,063千円を計上したことによります。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）の残高は148,921千円（前連結会計年度

末比31,711千円増）となりました。当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のと

おりであります。
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（単位：千円）

2025年3月期実績 2026年3月期予想 前年同期比

売上高 543,512 715,382 31.6％増

営業利益 △113,883 3,134 -

経常利益 △120,018 2,294 -

親会社株主に帰属する当期純利益 △111,063 1,994 -

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、支出した資金は93,968千円（前年同期は36,331千円の獲得）となりました。これは主として、

売上債権の減少額9,463千円、未払金の増加額5,804千円を計上したものの、税金等調整前当期純損失115,910千円

の計上、賞与引当金の減少額5,323千円を計上したことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、支出した資金は15,615千円（前年同期は8,596千円の支出）となりました。これは主として、

投資有価証券の売却による収入9,080千円、保険解約による収入21,509千円を計上したものの、自社利用ソフトウ

エアの開発等による無形固定資産の取得による支出39,362千円、保険積立金の積立による支出6,842千円が発生し

たことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、獲得した資金は141,295千円（前年同期は8,794千円の獲得）となりました。これは、長期借入

れによる収入70,000千円の計上、株式の発行による収入90,000千円を計上したものの、長期借入金の返済による支

出18,705千円を計上したことによるものであります。

（４）今後の見通し

当社グループが事業を展開するクラウド関連市場は、デジタルトランスフォーメーションやAI、IoTといったテ

クノロジーの活用による業務効率化に対する企業の期待やクラウドに対する注目度の高まりに伴って急速に成長し

ており、今後もこの成長傾向は持続すると予測しております。

当社グループ全体としては、環境の変化を見越した事業戦略の立案・実行と収益源の多様化を図り、持続的成長

を支える経営基盤の強化に努めてまいります。当社において、引き続き「Amimoto」、「Shifter」、

「FinanScope」などの自社プロダクトの継続的な改善や新規機能の開発を図るとともに、クラウド利用料の見直し

やAIの業務への組み込み等の施策によるコスト削減を図ってまいります。また、子会社である株式会社ヘプタゴン

においては、生成AIを活用した新規サービスの展開や、他社とのアライアンスを軸に、事業の拡大を図ってまいり

ます。

以上の結果、次年度の連結業績予想は下記のとおりとなっております。

なお、当該業績予想につきましては、本日現在において入手可能な情報及び合理的であると判断する一定の前提

に基づき作成したものであり、実際の業績等は、今後様々な要因により異なる可能性があります。
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２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社は、日本基準に基づいて財務諸表を作成しております。

なお、国際財務報告基準（IFRS）の適用につきましては、今後の事業展開や国内外の動向などを踏まえた上で適切に

対応していく方針であります。
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（単位：千円）

前連結会計年度
（2024年3月31日）

当連結会計年度
（2025年3月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 117,209 148,921

売掛金 81,396 71,932

その他 1,906 6,508

貸倒引当金 △316 △400

流動資産合計 200,195 226,961

固定資産

有形固定資産

工具、器具及び備品（純額） 0 0

有形固定資産合計 0 0

無形固定資産

ソフトウエア 22,589 54,320

のれん 4,753 1,901

無形固定資産合計 27,342 56,222

投資その他の資産

投資有価証券 5,000 -

保険積立金 21,329 377

繰延税金資産 1,317 6,857

その他 3,921 3,711

投資その他の資産合計 31,568 10,946

固定資産合計 58,911 67,169

資産合計 259,107 294,130

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
（2024年3月31日）

当連結会計年度
（2025年3月31日）

負債の部

流動負債

1年内返済予定の長期借入金 12,324 23,748

未払金 35,713 41,517

未払法人税等 3,662 646

未払消費税等 12,928 15,286

賞与引当金 16,894 11,571

契約負債 29,340 29,429

その他 13,935 18,841

流動負債合計 124,799 141,041

固定負債

長期借入金 103,506 143,377

固定負債合計 103,506 143,377

負債合計 228,305 284,418

純資産の部

株主資本

資本金 5,450 50,450

資本剰余金 37,410 82,410

利益剰余金 △12,084 △123,147

株主資本合計 30,775 9,712

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 25 -

その他の包括利益累計額合計 25 -

純資産合計 30,801 9,712

負債純資産合計 259,107 294,130

- 6 -

株式会社デジタルキューブ（263A）
2025年3月期 決算短信〔日本基準〕（連結）



（単位：千円）

前連結会計年度
（自　2023年4月1日
至　2024年3月31日）

当連結会計年度
（自　2024年4月1日
至　2025年3月31日）

売上高 563,984 543,512

売上原価 375,489 414,268

売上総利益 188,495 129,244

販売費及び一般管理費 186,287 243,128

営業利益又は営業損失（△） 2,208 △113,883

営業外収益

受取利息 0 45

保険解約返戻金 8,000 -

助成金収入 - 1,310

その他 360 77

営業外収益合計 8,361 1,432

営業外費用

支払利息 751 1,281

保険解約損 - 6,285

その他 74 -

営業外費用合計 826 7,566

経常利益又は経常損失（△） 9,743 △120,018

特別利益

固定資産売却益 1,498 -

投資有価証券売却益 - 4,080

為替換算調整勘定取崩益 - 27

特別利益合計 1,498 4,107

税金等調整前当期純利益又は

税金等調整前当期純損失（△）
11,242 △115,910

法人税、住民税及び事業税 4,266 692

法人税等調整額 3,232 △5,540

法人税等合計 7,499 △4,847

当期純利益又は当期純損失（△） 3,742 △111,063

親会社株主に帰属する当期純利益又は

親会社株主に帰属する当期純損失（△）
3,742 △111,063

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）
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（単位：千円）

前連結会計年度
（自　2023年4月1日
至　2024年3月31日）

当連結会計年度
（自　2024年4月1日
至　2025年3月31日）

当期純利益又は当期純損失（△） 3,742 △111,063

その他の包括利益

為替換算調整勘定 26 △25

その他の包括利益合計 26 △25

包括利益 3,768 △111,089

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 3,768 △111,089

（連結包括利益計算書）
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（単位：千円）

株主資本 その他の包括利益累計額

純資産合計
資本金 資本剰余金 利益剰余金 株主資本合計

為替換算
調整勘定

その他の
包括利益

累計額合計

当期首残高 5,450 37,410 △15,826 27,033 △0 △0 27,032

当期変動額

親会社株主に帰属する当期
純利益

3,742 3,742 3,742

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

26 26 26

当期変動額合計 - - 3,742 3,742 26 26 3,768

当期末残高 5,450 37,410 △12,084 30,775 25 25 30,801

（単位：千円）

株主資本 その他の包括利益累計額

純資産合計
資本金 資本剰余金 利益剰余金 株主資本合計

為替換算
調整勘定

その他の
包括利益

累計額合計

当期首残高 5,450 37,410 △12,084 30,775 25 25 30,801

当期変動額

新株の発行 45,000 45,000 90,000 90,000

親会社株主に帰属する当期
純損失（△）

△111,063 △111,063 △111,063

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

△25 △25 △25

当期変動額合計 45,000 45,000 △111,063 △21,063 △25 △25 △21,089

当期末残高 50,450 82,410 △123,147 9,712 - - 9,712

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自　2023年4月1日　至　2024年3月31日）

当連結会計年度（自　2024年4月1日　至　2025年3月31日）
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（単位：千円）

前連結会計年度
（自　2023年4月1日
至　2024年3月31日）

当連結会計年度
（自　2024年4月1日
至　2025年3月31日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益又は

税金等調整前当期純損失（△）
11,242 △115,910

減価償却費 3,478 -

ソフトウエア償却費 1,789 7,630

のれん償却費 2,852 2,852

貸倒引当金の増減額（△は減少） 64 84

受取利息 △0 △45

保険解約返戻金 △8,000 -

助成金収入 - △1,310

支払利息 751 1,281

保険解約損 - 6,285

固定資産売却益 △1,498 -

投資有価証券売却益 - △4,080

為替換算調整勘定取崩益 - △27

売上債権の増減額（△は増加） △13,976 9,463

棚卸資産の増減額（△は増加） 2,520 -

未払金の増減額（△は減少） 16,320 5,804

契約負債の増減額（△は減少） 3,825 89

賞与引当金の増減額（△は減少） 14,031 △5,323

未払消費税等の増減額（△は減少） 6,394 2,357

その他 △2,571 513

小計 37,221 △90,333

利息及び配当金の受取額 0 45

利息の支払額 △751 △1,281

助成金の受取額 - 1,310

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △139 △3,709

営業活動によるキャッシュ・フロー 36,331 △93,968

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 5,000 -

有形固定資産の売却による収入 9,897 -

無形固定資産の取得による支出 △24,378 △39,362

投資有価証券の売却による収入 - 9,080

保険積立金の積立による支出 △6,109 △6,842

保険解約による収入 7,410 21,509

その他 △416 -

投資活動によるキャッシュ・フロー △8,596 △15,615

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の返済による支出 △3,334 -

長期借入金の返済による支出 △95,390 △18,705

長期借入れによる収入 110,000 70,000

長期未払金の返済による支出 △2,481 -

株式の発行による収入 - 90,000

財務活動によるキャッシュ・フロー 8,794 141,295

現金及び現金同等物に係る換算差額 26 1

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 36,555 31,711

現金及び現金同等物の期首残高 80,654 117,209

現金及び現金同等物の期末残高 117,209 148,921

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（セグメント情報等）

当社はクラウドサービス事業の単一セグメントであるため、セグメント情報の記載を省略しております。

前連結会計年度

（自　2023年4月1日

　　至　2024年3月31日）

当連結会計年度

（自　2024年4月1日

　　至　2025年3月31日）

１株当たり純資産額 66円67銭 16円91銭

１株当たり当期純利益又は

１株当たり当期純損失（△）
8円10銭 △235円37銭

前連結会計年度

（自　2023年4月1日

　　至　2024年3月31日）

当連結会計年度

（自　2024年4月1日

　　至　2025年3月31日）

１株当たり当期純利益

又は１株当たり当期純損失（△）

親会社株主に帰属する当期純利益

又は親会社株主に帰属する当期純損失

（△）（千円）

3,742 △111,063

普通株主に帰属しない金額（千円） - -

普通株式に係る親会社株主に帰属する当

期純利益又は普通株式に係る親会社株主

に帰属する当期純損失（△）（千円）

3,742 △111,063

普通株式の期中平均株式数（株） 462,000 471,863

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整

後１株当たり当期純利益の算定に含めなか

った潜在株式の概要

新株予約権1種類

（新株予約権の株式数44,350株）

新株予約権2種類

（新株予約権の株式数83,050株）

（１株当たり情報）

（注）1．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、前連結会計年度は潜在株式は存在するものの、当社株

式が非上場であるため、期中平均株価が把握できないことから記載しておりません。当連結会計年度は１

株当たり当期純損失を計上しているため、記載しておりません。

2．１株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損失（△）の算定上の基礎は、以下のとおりであります。
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（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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